
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 8 回 理事会  

日 時 令和 4 年 1 月 14 日  18:30～21:00 

場 所 Web 会議 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、浦川純二、永木照彦、 

大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：岡 一（規約審議委員会委員長）、石丸将久（選挙管理委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）(新)選挙規程 定時総会議案提出について 

選挙規程の改正案で電子投票を検討しているが、選挙規程の改定が必要。旧規程の改正点に修正、追
加。公示という文言を告示に変更。投票方法について、「電子投票で行うものとする」と明記。定数以
上の数について、選挙の順序については削除。投票方法の詳細は別に作成した実施要綱に記載。実施
要綱は日付の記載があり、毎年作り変える必要あり。附則で総会の日時で一部改正により施行すると
いう文言を追記し、総会審議に提出する流れ。審議の結果、提案通り可決された。 

２）壱岐市介護認定審査会委員選定の件について 
壱岐市介護認定審査会委員選定について、任期満了に伴う委員推薦を頂きたいとのことで、壱岐市か
ら打診があり。公募したところ、現任の壱岐地区部長の石本先生よりエントリーあり。会から推薦す
るか審議。審議の結果、提案通り可決された。 

３）令和 4 年度 研修会の講師料について 
   講師料について、新生涯学習制度の導入、リモート研修の普及で内規と食い違うことが増えた。新プ

ロが 1 コマ 60 分から 90 分になるため、講師料も 1 コマ 5,000 円から 7,500 円に増額を検討。地区研
修会は 90 分で 10,000 円、学術局との共同開催など、県主催、共催は 30,000 円とする。審議の結果、
提案通り可決された。 

４）令和 4 年度 新卒者オリエンテーション開催について 
   令和 4 年度の新卒者オリエンテーション開催要領の案として、①新オリと新人研修を分散し、オンラ

インで要点を絞って開催する形。②直近 2 年間のやり方に追随する形。オンラインのみ。③ハイブリ
ッド形式で数年前の開催方法の①～③案を挙げる。会員管理システムの都合上、入会申請は 4 月 19 日
以降しかできないので、開催時期は 5 月上旬を予定。協議の結果①案で準備を進めることとし、状況
に変化あれば三役及び組織運営検討委員会に委ねる形。審議の結果、提案通り可決された。 

５）学術誌班補正予算案について 
   学術誌は現在 1 本の総説が出来上がり、残り 2 本が年明け早々手元に届く予定。もう一つ症例報

告を予定しており、査読結果を待っている状況。例年より総説件数、ページ数が増え、会員数に
応じた増刷も検討。金額不足のため合わせて 23 万円の補正予算が必要。審議の結果、提案通り可
決された。 

６）令和 3 年度 医療保険部研修会について 
   令和 4 年度診療報酬改定関連情報をテーマに研修会を企画。麻生教育サービス株式会社の診療報酬担

当の先生を講師に、2 月 28 日～3 月 4 日の開催を検討中。講師謝金は 30,000 円。情報伝達だけではな
く、理学療法の展開や道筋、周囲からの見られ方など、理学療法士の意図を汲み取った内容の話をい
ただけるか再度交渉することとなり、審議は持ち越しとなった。 

７）令和 3 年度 介護保険部研修会について 
  令和 3 年度介護保険改定に伴い、各事業所の加算算定状況や取り組みを知り、効率的に加算を取

得するための研修会。今回はデイケアに絞った内容とし、講師は長崎リハビリテーション病院通
所リハの田原先生を予定。Zoom にて 3 月 5 日以降の開催を予定。審議の結果、提案通り可決され
た。 

８）地区連絡網作成におけるアンケート協力依頼について 
  連絡網について、長崎地区が 141 施設あり、会員も多く難しい状況のため一括して各施設に対しア

ンケートを送るという形で協力依頼あり。アンケート内容は部門責任者宛に、会員の代表となる
ような理学療法士を 2 名答えて頂く内容。長崎地区、県北地区に対しアンケートを実施する方向
で、内容等については再度検討し、来月再提出。審議は持ち越しとなった。 

９）新入会承認について 
   入会 2 名、休会 18 名、退会 1 名、復会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 
 
 



 
（２）報告事項 
１）令和 4 年度 事業予算の件について 

   次年度予算について、収入 2,580 万円、支出が 2890 万円と 300 万円程オーバー。次回までに見直し、
それでも難しければリモート会議費や周年事業積み立ての減額、会議費の削減なども検討する。 

２）令和 4 年度 事業計画の件について 
   未提出の部局あり、個別に連絡予定。県北地区の村上部長より、研修会の計画難しい点、次期の部長

職継続が難しい点連絡あり。 
 ３）令和 3 年度 糖尿病研修会について 

12 月 11 日に Web 開催で実施。1 名徳島県からのリモート出演で、他の先生は事務所に来ていただい
た。講演は大村市民病院の高木先生、他 3 名の先生方をシンポジストに招いた。前回調査で糖尿病は
診療報酬上コスト請求が出来ないため踏み込むことを躊躇している先生が多い。CDEJ 取得者も少な
いことから、取得済み認定理学療法士から臨床場面や地域の活動紹介など、啓発目的に開催した。参
加者は 33 名。 

 ４）令和 3 年度 全国高等学校サッカー選手権大会長崎県大会メディカルサポート活動について 
    全国高等学校サッカー選手権大会長崎県大会メディカルサポート活動を 10 月 23 日から 6 日間、長崎

市、諫早市、大村市、雲仙市で実施。コンディショニングと応急処置で 27試合中 24試合に関与。1件
試合中に ACL 損傷在り。今週末からの新人戦のサポート活動は中止。予算は 57,000 円の中から会議
費を精算。余りで計 20 着のビブスを新調する予定。 

５）令和 3 年度 第 2 回スポーツ理学療法推進研修会について 
第 2 回スポーツ理学療法推進研修会を 11 月 27 日実施。今回はサッカー版とオリンピック・パラリン
ピックで活動した理学療法士の活動報告。参加人数は 34 名。トラブルで画面共有できず、コメントの
みの部分あり。後日、配布資料として参加者に送らせていただくことで対応する。 

６）令和 3 年度 第 1 回地域局主催研修会について（西彼・西海地区） 
西彼・西海地区、長崎地区を 1 週ずらしてそれぞれ 90 分の研修会を実施。西彼・西海地区、長崎地区
両方への参加でポイントを与える形。何名か片方のみの参加だが 60 名程度ポイント付与できた。 

７）令和 3 年度 第 1 回地域局主催研修会について（長崎地区） 
上記 ６）に同じ 

８）大村地区 理学療法啓発活動の実施について 
会場の許可次第となっていたが、2 月 27 日にコレモおおむらの許可が下りた。ポスター掲示や資料配
布などの活動を準備。状況次第では中止の可能性もある。 

９）令和 3 年度 ハラスメント研修会について 
12月 4日にオンラインで東町事務所から発信。参加者 46名。講師料は 3万円。アンケート結果は好評
で、パワハラの事例詳細、働き方改革、生産性向上のための事例紹介などを求める声もあった。 

１０）令和 3 年度 疫学分析後の保健事業アドバイザー派遣事業について 
標記事業への参加終了。8 月から 1 月にかけて 8 名の講師で実施。講話に関しては好評を得た。リー
フレットは 12 月に案ができており、これに県の要望を入れて正式に作成予定。今後の事業にも活用
できるよう配布したい。本事業は積算見積で契約は交わしているが、県から未入金。確認する。 

１１）長崎県理学療法士協会 50 周年記念式典準備委員会について 
コロナの状況を鑑み、式典のみの開催で決定。祝辞に関して、案内状を送付しており、2 月中旬に返
信いただける予定。その結果で式次第を作成。記念講演は斎藤会長で 15 時から 40 分程度あり、そ
の後式典となる。50 周年記念誌は最短で 6 月に完成予定。記念品は防災ボトルセットに決定し、
2200 個発注して会員に配布予定。合計 100 万円で支払済み。 

１２）第 32 回長崎県理学療法学術大会について 
賀村大会長のもと準備を進めている。昨年 11 月 30 日に第 1 回運営会議を開き、テーマや組織図に
ついて協議。テーマは「スペシャリティ～専門性の真価」。現在人選中で開催形式はハイブリッドを
予定。会場は時津のカナリーホール。急ぎホームページの開設を準備する。講師の先生は何名か候
補あり、組織検討運営委員会に提示予定。 

（３）その他報告事項 
 １）県知事選挙について 

自民党県連はまとまって大石けんご氏を推す動きで医師会、看護師協会、薬剤師会など、すべての医
療に関わる組織が大石氏を応援する形。連盟の塩塚会長たちと協議し、本会も追随し、推薦は大石氏
とする。 

 ２）参議院議員選挙について 
7 月に参議院議員選挙あり。我々の職域から出ている先生の頑張りもあり、処遇改善に理学療法士の名
前が入った。我々の歴史、将来を守るために理事、役員、組織一丸となる必要あり。 

 ３）長崎県スポーツ表彰について 
   長崎県教育委員会から、本会のスポーツに関わる事業について（メディカルサポート、少年ソフトボ

ール大会、バスケットボール大会）長年頑張り、青少年に対するケアもやっていただいているという
ことで、貴団体を表彰したいとの意向あり。 

 


